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要旨：	 
	 

	 現代の自然環境は、環境ホルモン、重金属など様々な環境毒素によって汚染

され、人間を含むすべての生物に影響を及ぼすことが懸念されている。しかし、

これらの多くの物質が生物体内に蓄積し、組織特異的に作用するメカニズムは

あきらかではない。現在われわれは、遺伝子組み換えを用いたバイオセンサー

ゼブラフィッシュ胚を用いて、これらの環境毒素の作用メカニズムを研究して

おり、その中から、女性ホルモン様の作用を持つ環境ホルモンと、銀のナノパ

ーティクルの毒性メカニズムの研究を紹介したい。	 
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本セミナーは、人間総合科学研究科「医学セミナー」の単位に換算されます。	 

また TSMM セミナーは、医科学セミナーII に関連したセミナー（世話人：久武	 幸司）でもあります。	 	 

連絡先：	 	 筑波大学医学医療系	 小林	 麻己人（内線	 8457、makobayash@md.tsukuba.ac.jp）	 	 
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